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ミツバチの病気とダニの認識

HachiroShimanukiandDavidA.Knox

すべての養蜂家に求められることは,ミツバ

チの病気と害敵を見分け,注意すべき病気とそ

れほど重要ではない病気を識別して,その病気

が伝染性であるかどうか判断できることであ

る.多くの養蜂家は,蜂群の症状から病気や害

敵を見極めることができるが,時には病気か,

害敵か,その他の異変を特定するのに専門家の

診断が必要になることもある.この論文では,

養蜂家にミツバチの病気や害敵の症状を知って

もらい,いかに迅速に,そして適切な処置を施

すかについて解説した.健康なミツパテとそう

でない病気のミツバチを識別することは,すべ

ての養蜂家の責任でもある.

巣箱の観察

1.飛行活動

養蜂家は蜂場に足を踏み入れた時,すぐに巣

箱の観察を行う必要がある.最初に調べること

は働き蜂の飛行である.飛行行動がない場合

は,群の中で何か異変が起こっている兆候でも

ある.一方,異常に高い-チの活動は,群が健

康でないことを意味している.状況にもよる

が,雁病した群から蜜を盗む "盗蜂"が発生し

ている可能性もある.

2.巣門

病気の徴候を知るためには,巣門の観察が重

要である.巣門付近に大量の働き蜂の死体が堆

積している時や死にそうな働き蜂が目につく場

合は,問題のあることを示している.

蜂児巣板の診断

巣箱を開けて最初にすることは蜂児巣板の診

断である.蜂児巣板からできる限り多くの働き

蜂を振り落として,蓋のある蜂児巣房の状態を

観察する.ミツパテには多くの病気があるた

め,養蜂家はアメリカ腐岨病やヨーロッパ腐姐

病など重要な病気の症状を学ぶ必要がある.

深刻な幼虫の病気を野外で診断できたとして

ち,研究機関で確かめることが賢明である.一

方,成虫の病気は野外で診断を下すには一般的

には難しい.

初歩的な診断となるくつかの症例を表 1に

示した.一つだけでなく,いくつか複合してい

る症例を見つけるようにすることが大切である.

有蓋,無蓋巣房の混在 :蓋がされている巣房

や蓋のない巣房が,混じっている巣板の状態.

健康な幼虫のいる巣板は全体が蜂児で占められ

ており,巣板の中央から周辺に向かって蓋のあ

表 1 雁病した蜂児巣房の状態

健康な幼虫 曜病

蜂児単身の蓋

高低 中央が盛り上がっている 中央が沈んでいる

穴 縁は滑らか,中央 不規則な縁,中央にない

色 均一な色 変色

蜂児巣房の形状 均一な有蓋 有蓋,無蓋の混在
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図1(上) 健康な蜂児巣板

図2(下) 拡大した健康な蜂児巣板

均一な巣房の色と盛り上がっている巣房
の蓋.

る巣房がみられる (図 1,2).

蓋の形状 :健康な幼虫が入っている巣房の蓋

は,中央が少し盛り上がっている凸面形をして

いる.その反対に病気の幼虫がいる巣房の蓋は

凹面形で,蓋の中央が巣房の周囲よりへこみ,

巣房内の空気が吸われたかのようになっている.

蓋の色 :健康な幼虫がいる巣房は,ハチミツ

のような明るい均一な茶色である.病気の幼虫

がいると,蓋の色は変色している.

蓋に存在する穴 :時として全ての幼虫巣房の

蓋が完蟹に蓋掛けされているわけではない.養

蜂家が気をっけることは,幼虫巣房の蓋に穴が

あいているか,その穴は蓋をする途中なのかの

違いを見分けることである.健康な幼虫の巣房

に蓋掛けの途中である場合,穴は-箇所で蓋の

中央に集中して,小さな穴の縁はなめらかであ

る.その反対に病気の幼虫がいる巣房の蓋の穴

は一つ以上で,穴の縁はざらざらして中央でな

図3(上) アメリカ腐姐病の巣板

蜂児巣房は不揃いで,有蓋と無蓋巣房が

混じり合う.

図4(下) アメリカ腐姐病による穴ある蓋と鱗片状

の死骸

い場合が多い.穴のあいた蓋は,幼虫巣房の点

検や掃除をしている内勤蜂よって作られる.

アメリカ腐姐病

最も被害の大きな幼虫の病気の一つで,世界

中のどの大陸でも見られる.この病気は胞子を

作るバクテリアの一種,PaenibaciLlus(以前は

Bacillus)larvaeによって起こる.アメリカ腐

姐病は,活発な蜂児生産時期の問はいっでも発

生する.最初は雁病群の蜂数に顕著な減少はみ

られない.少数の死亡した幼虫や桶が存在する

だけである.しかし次の時期には,病気によって

深刻な弱群となり,蜂群は死滅することになる.

アメリカ腐姐病に雁病した巣板全体的の様子

は,巣房に蓋がないものや,あるものが点在す

る (図3).被害の大きい羅病群では,蓋のない

巣房に幼虫や蛸の死骸が鱗片状に残り,有蓋の



HOl

図5 アメリカ腐姐病で死亡した嫡

蛸の舌は特徴的なアメリカ腐姐病によること

を示している.

巣房も穴があいている場合が多い (図4,5).

健康であった幼虫は,真珠のような乳白色か

らクリーム状の茶色に変わり,それがやがて暗

褐色に変わっていく.この時点で,爪楊枝とか

小枝を疑わしい幼虫のいる巣房に差込み,その

爪楊枝をゆっくり引き抜いて見る.もしその幼

虫の死骸が2cm以上の長さに糸を引くようで

あれば幼虫はアメリカ腐岨病で死んだ可能性が

高い (図6).幼虫が死ぬと色は暗褐色になる.

最終的には幼虫は黒褐色になり,巣房の入口か

ら下部の壁に張りついている.巣房の壁に張り

ついている死骸は,取り除くのは困難で働き蜂

は時々そのままの状態にしている.もし桶の段

階で死ぬと,桶の舌が死骸から飛び出ている

(図5).

催病した巣房の蓋は湿っていて色が黒ずんで

いる.幼虫が縮むと,蓋は巣房の中央へ引っ張

られるようになるので,通常凸面の蓋が凹面に

なる.働き蜂がこのへこんだ蓋に穴を開け,し

ばらくすると蓋も取り去る.感染した幼虫の死

亡が巣房の蓋掛けの後の場合,繭を造っている

P.larvaeの芽胞は,育児蜂によって僻化後72

時間以内の若い幼虫に餌と一緒に与えられる.

その芽胞は幼虫の消化管で発芽し,その細菌は

急速に増加する.それが原因で幼虫は巣房に蓋

がされると直ぐに死亡してしまうが,幼虫が死

ぬまでに,新しい芽胞が形成される.掃除蜂が

死んだ幼虫を含む死骸を巣房から出そうとする

図6 アメリカ腐姐病の粘着テスト

ヨーロッパ腐姐病の場合は粘着性がない.こ

の場合,蜂児の死骸は2.5cm以上に糸を引い

たようになっている.

際に,これらの芽胞が巣箱中に広がり,より多

くの幼虫が感染することになる.感染した群の

蜜は胞子で汚染されているため,それに接触す

る全ての-チが感染する.例えば,群が弱まる

と,周辺にいる強群から盗蜂の襲撃をうける.

この盗蜂が持ち帰った汚染された蜜によってそ

の群も感染し,感染のサイクルの原因となる.

また,養蜂家も汚染された蜜を他の蜂群に給餌

したり,病気した巣箱で使用した器具で感染を

広げる事も考えられる.さらに,働き蜂の迷い

込みや分蜂によって,感染群から被害が広がる

ことも考えられる.

アメリカ腐姐病の防除と予防

アメリカ合衆国では全50州でアメリカ腐姐

病とヨーロッパ腐姐病の蔓延阻止のために,チ

ラマイシン (オキシテトラサイクリン)の使用

が許可されている.しかしアメリカ腐岨病の蔓

延が活発な場合は,州の法律や規則の弾力的な

運営で巣箱の処分を行う.さらに多くの州で

紘,アメリカ腐姐病の予防のためにテラマイシ

ンの使用が許可されている.テラマイシンを与

えるには3つの方法が,アメリカ合衆国食品医

薬品局で認められている.それらを以下に示し

た (麦2).

一シロップ法 :1群に給餌する方法で,1:1の

砂糖シロップ (グラニュー糖と水の割合が等

塞)2.4kgに対して最高3.8gのテラマイシン可

溶性粉末を混合.給餌は4-5日間隔で最低
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蓑2 テラマイシン使用方法の比較

シロップ 粉 末

確実性

投与墓の調節

汚染の危険性

ヨーロッパ腐姐病の予防 り

小

可

高

あ

問

難

問

り

中

困

中

あ

問

し

大

中

小

な

3回与える.

粉末法 :1群に散布する方法で,粉糖 (薬子

用の砂糖)28gに最高 3.8gのテラマイシン可

溶性粉末を混合.それぞれの群に4-5日間隔

で最低 3回散布する.散布に当たって,その混

合薬剤が蜂児圏全体に行き渡るように,蜂児の

ある上桟の上に置く必要がある.

抗生物質入りパテ法 :この方法は,処方やテ

ラマイシンの効果を長時間保っことができる.

抗生物質入りパテを作るには,固形の植物脂肪

150g,グラニュー糖 300g,それにテラマイシ

ン可溶性粉末 12.5gを混ぜて作る.1つの抗生

物質入 りパテを蜂児圏の上桟の上に置いてお

く.1回の処方で6-8週間もつ.

これらの投与法は,流蜜が始まる30日前に

中止 し,薬剤給餌後に巣板に残っているハチミ

ツは流蜜前に取り去る.

チョーク病

チョーク病は蜂群を壊滅するほどでないた

め,深刻な病気として考えられてない. しかし

チョーク病はしばしば発生 し,その多くは早春

の短い期間であるため,蜂数が減少 してハチミ

ツの生産量が低下する可能性がある.

チョ-ク病は,Ascosphaeraapisと呼ばれ

るカビによっておこる.酵化後3-4日の幼虫

がカビに感染する.チョーク病は蜂児だけが感

染する病気である.通常,雁病 した幼虫は蜂児

圏の外側に見られる.働き蜂,雄蜂,女王蜂も

この病気の感染を受ける.催病 した幼虫は,綿

のような菌糸体で直ぐに覆われ蜂児巣房全体に

広がる.その白い固まりは乾燥 して堅く縮んだ

ミイラに例えられる.胞子肇の存在によってと

そのミイラは白黒のまだらになるか,または完

全に黒 くなる.

チョーク病はその症状から診断 しやすい病気

である.ミイラ状の蜂児が有蓋,無蓋の巣房や,

巣箱の底や巣門で見つけられる (図 7).チョー

ク病によるミイラは,蜂児巣板や,巣板をたた

いたりして簡単に取り出すことができる.死骸

の色や,･ミイラの除去からチョーク病の診断が

できる (図 8,9).

A.apisの胞子は,幼虫が食べる餌と一緒に

入り込む.胞子の発芽と白い菌糸の拡散で幼虫

が覆われる.A.apisの胞子は何年間も活動で

きる状態でいるため,感染源は巣房中に存在す

る可能性がある.チョーク病は蜂児圏が増える

春に発病,蔓延 し,温度が上昇する夏には病気

が消えたり減少する.チョーク病の予防や防除

のための化学療法薬はない.最良の予防として

は巣箱を強群に,また清潔に保つ行動に優れて

いる蜂群を維持することが必要である.

ノゼマ病

野外での成蜂の病気に診断を下すのは概 して

難 しく,ノゼマ病はそのよい例である.巣箱の

周辺を排梱するミツバチ,巣箱の入口での死

亡,また死にそうなハチ,巣箱の排他物による

図7 巣門のチョーク病ミイラ
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図8 チョーク病ミイラの色の変化

過剰な汚れなどの症状が見られる.この病気を

見極める確実な方法は蛋白微鏡による検査であ

る. ノゼマ病はNosemaapisと呼ばれる原虫

によって起こる.多くの研究機関では,このN.

apisの胞子が存在するかどうかを顕微鏡で調

べ診断することが可能である.胞子の発生は周

期的で,発生しやすい時期は秋と春である.

ノゼマ病は広範囲に広がりやすく,成虫を大

量に失う原因ともなる.ノゼマ病によって成虫

の寿命は短くなるため,長生きできない成虫に

よって採餌量が40%も減少する事がしばしば

起こる.

N.a♪isの胞子は,成虫の口を通して体に侵

入し,消化官の中で発芽する (図 10).発芽後,

中腸の上皮細胞に入り込み,そこで急速に増殖

して新しい胞子が形成されていく.その後,細

胞が破裂し,新しい胞子が中腸に流れ込み,直

腸に下がっていく.直腸で堆積された胞子は,

-チの排泄物に混じり排他される.胞子はハチ

の食糧を汚染し,再びそのサイクルが開始され

る.胞子は蜂児巣板上の乾燥した排継物の中で

何か月間も生存が可能である.

冬の終わりに近ずくと,巣板は感染した働き

蜂の排継物で汚れる事がしばしばある.春に蜂

児圏が広がる時期に働き蜂は汚れた巣板を掃除

するので,その排泄物中の胞子が働き蜂につき

健康な-チも感染することになる.一時期の

間,この病気は群内に急速に広がり,さらに越

冬を終えたハチは死亡するため春には弱小群と

なる.一般的にその群は生き残るが,ただ蜂群

内の感染は急速に減少してくる.その理由は,

図9 巣房内のチョーク病ミイラ

春になって通常の飛行が可能になると,排継物

は巣箱の外に排他されるためである.越冬蜂が

死亡し,やがて蜂児巣板から羽化した若い健康

吃-チに取って代わると,季節の終わりまで病

気は見られなくなる.しかし,前年の冬に蜂球

の中で感染した何匹かのハチによる胞子は,栄

坂上に生き残っているため冬には再び活動して

胞子を形成する.これに感染したハチが,感染

サイクルの繰り返しの中心となる.

夏の間は感染が消失するため,吸水とか,訪

花による外的な要素は病気の蔓延には重要では

ないと思われる.また流蜜期には,-チは排継

物を貯蜜巣板にはしないので,ハチミツもある

程度までは汚染されないように思われる.ノゼ

マ病の拡大は,汚染した器具の使用や,汚染し

た巣箱からの盗蜂,計り蜂を購入した際の女王

蜂や働き蜂などが原因となる.

フマジリン,商品名フミディルB(Fumidil-

B)は,ノゼマ病の防除のために認可されてい

る唯一の抗生物質である.フミディルBは砂糖

水に入れて給餌した場合にのみ効果がある.

3.8gの砂糖水にフミディルBを4.5g入れて混

合する.秩 (9月～11月)に薬の入った砂糖水

(砂糖 :水の割合は2:1) をそれぞれの群に2

回給餌する.

養蜂器具が汚染されていると,フミディルB

を群に投与してもノゼマ病の防除効果は直ぐに

現れない.巣箱や器具の汚染を防ぐには熟を加

えたり,酢酸,エチレンオキサイドガス,電子

線,ガンマ線照射が使用されている.

養蜂家はハチミツ生産や巣箱内の蜂数に対し
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図10 乳白色の健康なハチの中腸 (下)とノゼマ病
の中腸の状態 (上)

中腸の環状部が異なっている.

て,ノゼマ病を深刻な病気として捕らえていな

い.養蜂家にとって最良な方法は,処置する前

にノゼマ病が存在するかどうかを最初に判断す

る事である.時として,養蜂家は全ての巣箱の

処理をする前に,ノゼマ病に催病した一部の巣

箱だけを処置することを望む傾向がある.

ミツバチ寄生ダニ

世界中で140種類以上のダニが蜂群内で知

られている.幸運なことにほとんどのダニはセ

イヨウミツパテには寄生 しない.セイヨウミツ

パテの場合, ミツバチへギイタダニ Varroa

jacobsoni,アカリンダニAcarapiswoodi, ミ

ツバチ トゲダニTropilaeplapsclareaeの 3種

が主な寄生ダニである.しかし,コミツパテに

寄生 していたコミツバチヘギイタダニEuvar-

roasinhaiが,最近インドのセイヨウミツバチ

巣矧*Jの巣層から発見された.この時の報告で

は,経済的な重要性は何も述べられていない.

ミツバチヘギイタダニ

ミツバチへギイタダニは,最初アジアのミツ

バチの トウヨウミツパテから発見されたが,

1900年の中頃に初めてセイヨウミツバチへの

寄生が報告された.現在ではミツバチへギイタ

ダニは,オーストラリア,ニュージーランド,

ハワイを除く世界のあらゆる地域で見られる.

このダニはセイヨウミツバチにとって最も重大

な害敵であると考えられている. ミツバチへギ

イタダニは, トウヨウミツバチよりもセイヨウ

ミツバチに対してより深刻な被害を与える.そ

の理由としてセイヨウミツバチについたダニ

は,雄蜂や働き蜂の蜂児で繁殖 し,特に雄蜂は

寄主としてより好まれている.それに対して ト

ウヨウミツパテの場合は雄蜂児のみで繁殖す

る.その上, トウヨウミツバチはダニを防除す

る行動戦略 (グルーミング行動)を進化させた.

ダニにとってセイヨウミツバチは新しい寄主で

あり,それためダニはより寄生 Lやすいのかも

しれない.

ミツバチへギイタダニは,成蜂や蜂児,巣層

の中で見られる.最も深刻な寄生の影響は終齢

幼虫や桶で起こる.産卵前の雌ダニは,巣房に

蓋がされる直前の蜂児巣房に入り込み,巣房の

亡国こ隔離された状態になる.雌ダニは蜂児巣房

の中で通常約5個の卵を産卵する.しかし,栄

房の中に 1匹以上のダニが入り込んだ場合は,

それぞれの巣房でさらに多くのダニが生産され

る.

ダニの数が多いと桶は成蜂になることができ

ない場合がある.もし羽化しても腹部の萎縮,

麹の奇形,足の変形や,体重の減少などの傷害

がある.もし羽化した成蜂に損傷があると,他

の働き蜂はそのように-チに攻撃を加えて殺し

てしまう.冬季に蜂児が全くない場合,ダニは

働き蜂の体液を吸って生きている.働き蜂は多

くのダニが付いているほど寿命は短くなる.

ミツバチ-ギイタダニの寄主は唯一 ミツバチ

だけである.そしてダニの最も重要な活動形態

は,ハチからハチへの移動である.ダニは1つ

の群から別の群へ迷い込むハチによって,常に

移動可能な状態にある.そのため1つの群にダ

ニの感染がある場合には,蜂場の全ての群が感

染していると考えて処置する必要があり,防除

の目的として重要なことである.ダニの寄生を

受けた蜂群の寿命は,環境,蜂児量,蜂数など

寄主の条件にもよるが約 1-3年である.

雌成ダニは楕円形をしていて,扇平である.

長さ約 1.1mm,幅 1.5mm,薄い赤茶色で簡単

に肉眼で見付けられる.ダニは成蜂の腹部節片

の間か,頭部,胸部,腹部などについているた

め,ダニを見つけるのは難い.しかし白い桶の

表面についている場合は簡単に見分けられる



(図 11).雄ダニは少し小さめで明るいベージ

ュ色である.

さらに注意をすることは, ミツバチシラミバ

エBraulacoecaで,大きさも色もミツパテへ

ギイタダニに似ている.しかし, ミツバチシラ

ミバェは昆虫であり,横に伸びた6本の肢があ

る.ミツバチへギイタダニの肢は8本で前方に

伸びている.

サンプルをとるときは,時期によって蜂群内

のダニの数も,ダニのいる場所も変化する.春

はダニの数が一番少なく,夏の間に増え,秋に

は最高の数になる.春と夏の間には,蜂児,特

に雄蜂児に最も多く寄生 している.秋の終わり

から冬にかけては,ほとんどのダニは働き蜂に

ついている.

ミツパテへギイタダニの検出方法

ビンの中に紙やボール紙を漏斗状にして差し

込み,その上で巣板の-チをブラシで払い落と

して成蜂を集める.また小形の自動車用携帯掃

除機を使っても集められる.集めたハチは虫眼

鏡とか,解剖用顕微鏡などを使って調べる.ダ

ニがハチの上で動いていると簡単に観察でき

る.しかしダニが成蜂の腹部の節間膜に入り込

んでしまうと発見するのは困難である.

以下の方法で成蜂からダニを集め,調査する

ことが可能である.

振動法 :熱いお湯,アルコール,中性洗剤で

ハチを振るうとダニが落ちてくる.70%のアル

コール (ェチル,メチルまたはイソプロピル)

を薦める.アルコールでハチを殺すと,アカリ

ンダニなどの検査にもハチを使うことができる

図11 桶上のミツパチへギイタダニ
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ダニを集めるには,-チとアルコールを8-12

メッシュの金網を通して-チを除き,アルコー

ルは綿の布を通す.その布にダニがいないかを

調べる.

エーテル法 :この方法は野外で迅速に行う有

効な検査方法で,成蜂をアルコールやその他の

溶液の中で振ったり,ダニを回収するための作

業時間を短縮することができる.約300-500

匹のハチをビンに集め,エアゾールの缶入りエ

ーテルで麻酔する (このエアゾール製品は,エ

ンジンを始動させるための補助器具として自動

車部品販売店で入手できる).それを 1-2秒噴

射するのが適当である.ビンを10秒ほど回転

させると,ほとんどのダニはその寄主から離

れ,ビンの内側の壁に付着する.この操作後に

-チのサンプルを表面が白く,ダニが見つけや

すい物の上に落として広げる.このようにする

と残っているダニも,この白色の表面に落ちる

ことになる.ダニはビンの中に数分間残ってい

ると再び-チに付着するため,エーテルを噴射

したら直ぐに調査する必要がある.

加熱法 :約300-500匹の成蜂を底が金網に

なっているかごの中で振るってから,白い紙で

覆ってオーブンの中に入れる.ハチを46℃～

47℃で 10-15分間で熟する.もしダニが寄生

していると,白い紙の上に落ちるので判別でき

る.蜂児内のダニを探すには桶,特に雄蜂の蛸

を調べる,働き蜂や雄蜂の蛸を巣房から取り出

して見ると,桶の表面が白いので,ダニを簡単

に見つけることができる.1つの群で最低 100

匹の雄蜂の桶を調べる.

桶を採集するには,次ぎの様な方法がある.

蛸を採集する古典的な方法は,それぞれの巣

房の蓋を取るか,ひとかたまりの巣房をまとめ

て切りとってから,ピンセットで桶を取り出

す.他の方法としては,その巣房や巣板を表面

が白色の物の上で激しく揺すって取り出す.蜂

児がその上に落ちるので,ダニを簡単に見つけ

ることができる.

検査のために,桶のかたまりを素早く,簡単

にその巣房から取り出すには,巣房の蓋の上か

ら蓋取り器を差し込み,蓋を持ち上げながら癖
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を取り出す方法がある.

蜂児巣板を37℃の定温器に入れ,羽化した

-チや残っている蜂児を調べることによっても

可能である.

さらに巣箱の味に落ちている巣層に含まれる

ろう片,花粉,死んだハチと蜂児を調べること

で,ダニの存在を判定できる.巣屑を集めたり,

調べたりするには巣箱の底板に白紙を敷くと便

利である.巣箱の底板の上にその白紙は張りつ

け,その上に金網のスクリーン設置する.そう

することで,紙と巣屑を-チから守ることにな

る.ダンボール紙に粘着剤を塗っておくとダニ

が再びハチに付くのを防ぐことができる.ダニ

の調査で紙やダンボ-ル紙を使用する方法は,

殺ダニ剤の効果試験にも応用できる.その紙の

上の死んでいないダニが再び-チに付かないよ

うに,粘着性の強い物を使用することが重要で

ある.

アカリンダニ

ホコリダニ科Acarapis属の3種,Acarapis

woodi,A.extemus,A.dorsalisは成蜂だけに

寄生する.これら3種頬のダニは,大変小さ

く,また似ているので判別は非常に難しい.そ

のため,それぞれの形態的特徴よりもそれがハ

チのどこに寄生しているかで識別されることが

多い.アカリンダニA woodiだけはその寄生

場所だけで判別が可能である.その他の種類は

寄生場所にはっきりとした特徴はない.アカリ

ンダニは前胸部の気管に寄生するので,一般的

に気管ダニとも言われている.アカリンダニの

雌は長さ143-174FLm,雄は124-136/上rn

である.

この病気による特徴的な症状はない.寄生を

受けた-チは,ちぐはぐな麹による飛行不能や

腹部の膨張,またその両方だったりする.これ

らの症状がないからといってダニが寄生してい

ないとは限らない.顕微鏡による気管の調査と

か,特別な試薬を必要とする酵素結合免疫吸着

検定法 (ELISA)で診断できる.アカリンダニ

は-チの気管に寄生するため,これが重要な診

断の特徴である (図12).

アカリンダニの数は季節によって増減する.
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図12 気管内のアカリンダニ

蜂数が最高に達する時期は,ダニの寄生を受け

るハチは減少する.従ってダニが多いのは秋と

冬である.気管ダニは,羽化後24時間以内の

成蜂の気管に入り込む.しかしダニのサンプル

は,巣門近くで排掴している死にそうなハチ

や,巣門から出帰巣している-チから集める.

捕らえた-チは,直ぐに70%のエチル,メチ

ル,イソプロピルアルコールに入れる.死んだ

時期が不明な-チは,気管ダニの診断には理想

的なサンプルではないため採集しない.

健康な-チの気管はクリーム色か白色をして

いる.ひどく侵された気管は,パイ皮のような

損傷を受け,茶色か黒色のしみがあり,様々な

発育段階のたくさんのダニでふさがれている.

ダニが生存していても,気管の色が変化してい

るとは限らないし,変色していてもダニがいな

い場合もあるため,気管内を注意深く検査する

必要がある.

アカリンダニの診断方法

養蜂家は正しい診断方法を学ぶべきである.

親指と人差し指でハチをっかみ,頭部と前肢を

取り去る.メスやカミソリ,または良く切れる

はさみで,胸部の前面を円盤状になるように薄

く横軸方向に切り取る.その円盤をスライドグ

ラスの上に乗せ,乳酸を数滴その上に落とす.

そうするとより透明になり,筋肉部分が分離し

やすくなる.解剖顕微鏡 (10-50倍)のもと

で,注意深く筋肉を分けて気管を取り出して調

査の準備をする.この方法は数匹のハチをすば

やく調べるのに適している.

上記の方法で,50匹の-チから円盤形に切



り取った胸部を5%水酸化カリウムに入れて,

37℃の定温器に16-24時間保存する.水酸化

カリウムは筋肉と脂肪組織を溶かして,気管だ

けが残る.解剖顕微鏡下でその円盤胸部の浮遊

物を観察する.疑わしい気管を取り出して,10

-50倍で観察する.この方法は多くのサンプ

ルがある場合に適している.

ミツパテ トゲダニ

現在,ミツバチトゲダニの分布は東南アジア

に限られている.報告によるとミツバチトゲダ

ニは成蜂での生存は,2-3日から25日と異な

っている.しかし,このダニは蜂児の中で繁殖

するが,雄蜂または働き蜂の蜂児のどちらを好

むかは明確にされていない.雌ダニは長さは約

1mmで,幅は0.6mmであり,雄ダニは雌より

少し小型である.ダニは体色は巣房の蓋や巣板

の色と同じような薄茶色であるため見つけるの

は難しい.ミツバチトゲダニは,虫眼鏡や解剖

顕微鏡で疑わしい蜂児巣板を調べることによっ

て見つける事ができる.野外で巣板の表面に日

光が当たって見えやすくなった時に,巣板の表

面を移動しているダニを見つけることができ

る.そのダニはアルコールを浸した細いブラシ

で採集する.

寄生ダニの防除

アメリカ合衆国では,ミツパテへギイタダニ

の防除のためアビスタン (フルバリネート)だ

けが環境保護局から登録されている.アビスタ

ンはプラスチックの小板にフルバリネ-トが浸

透している.フルバリネートの処方に3型があ

る.

蜂群用プラスチック小板 :アビスタンのプラ

スチック小板を処置する前に巣箱の貯蜜は取り

除いておく.その後,巣箱の3-4枚目,7-8

枚目の巣板の蜂児圏の間につり下げ,6週間そ

のままにしておく.6週間後には巣箱から取り

除き,再使用しない.

パッケージ群用プラスチック小板 :この小板

はパッケージ蜂用に特別に処方されている.小

板が蜂球に覆われるように,輸送箱の中にホッ

チキスで止める.小板は最低 5日後には取り除

く.輸送箱から取った小板は捨てる.
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女王蜂用タブ:1つの女王蜂用タブを女王蜂

郵送ケージの中に入れ,最低 3日後に取り出

す.これらを再使用しない.

アカリンダニの防除

アメリカ合衆国では,アカリンダニ防除のた

めメントール結晶だけが環境保護局から登録さ

れている.50gのメントール結晶の入った袋を

越冬蜂球のある巣枠の上に置く.もし越冬蜂球

がない場合には,巣箱の底に置く.処理をした

時の日中の温度は,最低 21℃が必要である.処

理する前に,必要な貯蜜は採取して流蜜の1か

月前にはメントール結晶は取り除く.

複合的な感染

蜂群は常に多くの病気や害虫にさらされてい

る.このため養蜂家は全ての可能性に対して警

戒する必要がある.蜂児や成蜂に対する病気が

発生したからと言って,他の病気にかかってい

ないという保証はない,例えばアメリカ腐姐病

とヨーロッパ腐姐病が見つかった同じ群で,同

時にミツバチのウイルス,チョーク病,ノゼマ

柄,それに寄生ダニも発見されたりする.ミツ

バチへギイタダニに寄生された蜂群の約30%

に気管ダニも発見されている.養蜂家は最も深

刻な状態を考え,■重要な病気や害敵とその他の

ものを区別する必要がある.

(著者の住所は下記参照)(翻訳 吉田 忠晴)
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Twoseriouslimitationstocolonybuildup

forhoneyproductlOnandpollinatlOnarebee

diseasesandpests.Earlydetectionandtreat-

mentofbeediseasesandpestsareimperative

toreducetheirimpact.Keyfieldsymptomsto

differentiateAmericanfoulbroodarldchalkbr一

〇〇ddiseasefromotherdiseasesaredescribedas

wellastreatmentoptions.Althoughadultdis-

easessuchasNosemahavenodistinctivefield

symptomsanditseffectsaresubtle,thisdisease

contributestoqueensupersedureandcancause

補足

国際動物保健規約について

家畜の病気を取り扱う国際機関としては国際

獣疫事務局 (加盟 150か国)があり,国際動物

保健規約を批准している.同規約の家畜伝染病

のリストAには,伝染性が高く,国際的に大き

な問題となりうる家畜伝染病 15種が指定さ

れ,偶蹄類の ｢口蹄疫｣や家禽の ｢ニューカッ

スル病｣などが含まれるがミツバチの病気はな

い. リストBは,国内の社会経済もしくは公衆

衛生に重大な影響を与える伝染病で,動物やそ

の生産物の国際取引に影響が大きいものと定義

されており,総数 91種類の病気が指定されて

いる.このリストは家畜種ごとに分けられ,ウ

シが感染する病気の中には ｢牛海綿状脳症 (狂

牛病)｣も兄いだせる.ミツバチでは,アメリカ

腐姐病,ヨーロッパ腐姐病,ノゼマ病,バロア

柄,アカリンダニ症の5種が指定されている.

同規約では国家間の伝染病伝播を防止する目的

で,動物検疫に関する条項も含められている.

seriousreductioninhoneyproduction.

Theparasiticmites,Varroajacobsoniandthe

trachealmlte,Acarap‡swoodiaretwopeststhat

havecauseddevastatinglosses.Varroajacobsoni

hasbeenespeciallyseriousbecauseitlSparasit-

ictobothbroodandadultbees.Fielddetection

andtreatmentoptionsaregivenforV.jacob-

som.InthecaseofA.woodi.aparasiteofadult

bees,fielddiagnosisisdifficult;however,com-

binedwithharshwintersandheavyinfesta-

tions,thismitedoescauseseriouscolonylosses

andmustnotbelgnOred.Theimpactofbee

diseasesandpestscanbeseeninthelossofthe

feralpopulationsthathomegardenersrelyon

forpollination.Beekeepersshouldalsoreadbee

journalstokeepupwiththelatestcontroltech-

nology.

蜂病の予防 ･治療薬について

日本では,｢動物用医薬品の使用の規制に関

する省令｣で,指定された ｢対象動物｣に対し

て,決められた使用基準に基づいてのみ薬剤

(動物薬)の使用が認められている.ミツバチは

対象動物指定であるが,使用基準には特定の指

定がなく,現状では薬剤による蜂病の予防 ･治

療はできないと解釈される.本文中にある抗生

物質使用はアメリカ合衆国でも州によっては認

可されていない.

また現在 (1997年 7月末) までに動物薬と

して登録されている薬剤の中には, ミツバチ用

の薬剤も4剤含まれている.チョーク病に効果

のあるユーコーラックA(有恒薬品工業株式会

社)とバロア病 (ミツバチへギイタダニ)に効

果のあるダニコロパーP (有恒薬品工業株式会

礼),バロテックス (チバアグロ株式会社),三

菱アビスタン (三菱化学株式会社)である.入

手方法,使用方法はそれぞれ薬剤の販売会社な

どに問い合わせていただきたい.この他,蜂具

の消毒用にはいくつかの消毒薬が使用されてい

るようである. (｢ミツバチ科学｣編集委員会)


